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世論の力で９条改憲を止めよう

私
た
ち
の
暮
ら
し
そ
っ
ち
の
け

で
９
条
改
憲
に
前
の
め
り
っ
て

お
か
し
く
な
い
？

安
倍
首
相
が
２
０
１
２
年
12
月
に

第
２
次
政
権
を
発
足
さ
せ
て
か
ら

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
売
り
物
に

し
て
き
た
経
済
政
策
”
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
”
で
、
大
企
業
や
大
資
産
家
は
株

高
や
円
安
で
大
儲
け
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
経
済
や
私
た
ち
一
般
庶

民
の
暮
ら
し
は
一
向
に
良
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
が
今
、
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
私
た
ち
一

般
庶
民
の
く
ら
し
を
良
く
す
る
こ

と
と
地
域
経
済
を
守
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
安
倍

首
相
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
２
０
２
０
年
の
改
憲
と
そ
の
た

め
の
今
年
の
国
会
発
議
で
す
。
日

本
世
論
調
査
会
の
世
論
調
査
（
２
０

１
７
年
12
月
実
施
）
で
、
安
倍
首
相

の
下
で
の
改
憲
反
対
が
53
・
１
％
、

改
憲
の
国
会
論
議
を
「
急
ぐ
必
要

は
な
い
」
が
67
・
２
％
で
す
。
国
民
が

望
ん
で
い
な
い
も
の
を
安
倍
首
相
の

都
合
で
期
限
を
つ
け
て
押
し
付
け

る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

「安
倍
９
条
改
憲
」反
対
は

国
民
の
中
の
多
数
派

先
の
総
選
挙
の
結
果
、
自
民
、
希

望
、
維
新
の
改
憲
勢
力
は
衆
議
院

で
は
ほ
ぼ
４
分
の
３
に
達
し
、
連
立

与
党
の
公
明
党
も
含
め
る
と
８
割

に
も
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民

の
間
で
は
、
安
倍
首
相
の
下
で
の
改

憲
に
反
対
す
る
人
は
半
数
以
上
で
、

賛
成
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

世
論
の
力
で

「安
倍
９
条
改
憲
」ス
ト
ッ
プ

こ
の
大
き
な
反
対
世
論
を
前
に
、

改
憲
勢
力
は
今
の
と
こ
ろ
、
安
倍

首
相
が
昨
年
５
月
３
日
に
打
ち
出

し
た
改
憲
案
―
自
衛
隊
を
憲
法
９

条
に
書
き
込
む
―
で
合
意
す
る
見

通
し
や
、
世
論
を
強
行
突
破
す
る

自
信
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

安
倍
改
憲
案
で
は
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
や
国
際
紛
争
へ
の
武
力

介
入
な
ど
、
自
衛
隊
が
海
外
で
戦

争
し
、
自
衛
隊
員
が
殺
し
殺
さ
れ

る
こ
と
が
憲
法
で
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
９
条
は
１
項
も
２

項
も
効
力
を
失
い
、
日
本
は
「
い
つ

で
も
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
」に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
が
力
を
あ

わ
せ
て
「
安
倍
９
条
改
憲
」
反
対
の

世
論
を
さ
ら
に
強
く
大
き
な
も
の

に
す
れ
ば
、
９
条
改
憲
の
国
会
発

議
を
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

は
十
分
可
能
で
す
。

「３
０
０
０
万
人
署
名
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を

生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
（
３
０
０

０
万
人
署
名
）
は
、
米
国
に
協
力
し

て
海
外
で
自
衛
隊
が
戦
争
す
る
こ

と
に
な
る
危
険
な
安
倍
９
条
改
憲

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
署
名
で

す
。
日
本
共
産
党
は
「
３
０
０
０
万

人
署
名
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
署
名

運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
、
伊

丹
俊
也
も
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
声

を
集
め
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」

を
多
数
派
に
す
る
た
め
に
、
「
３
０

０
０
万
人
署
名
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本国憲法 第9条
1.日本国民は、正義と秩序を基調とする国

際平和を誠実に希求し、国権の発動たる

戦争と、武力による威嚇又は武力の行使

は、国際紛争を解決する手段としては、

永久にこれを放棄する。

2.前項の目的を達するため、陸海空軍そ

の他の戦力は、これを保持しない。国の

交戦権は、これを認めない。

「３０００万人署名」をあなたも

２０１８年１月３日「東京新聞」より



ブログ開設中
「Ｇｏｏｄ Ｍｏｒｎｉｎｇ，九度山」
http://licitami.at.webry.info/

「ヒバクシャ国際署名」を
集めています
日本共産党は「ヒバクシャ国際

署名」の趣旨に賛同し、署名運

動に参加しています。私、伊丹

俊也も署名を集めて町内を回っ

ています。九度山町で数十筆の

署名を集めています。

核兵器廃絶「国民平和大行進」に参加
核兵器廃絶を訴えながら被爆地広島まで

歩く「国民平和大行進」の集会と行進が、６月

３日、九度山町で行われました。町役場前で

行われた集会で、日本共産党を代表して私

が挨拶しました。集会後、役場前から商店街

まで核廃絶を訴え、参加者のみなさんと一緒

に歩きました。

町
民
の
声
を
役
場
に
届
け
て
い
ま
す

身
の
回
り
の
事
か
ら
地
域
の
要
求
ま
で
町
民
か

ら
の
要
望
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
町

道
に
石
が
散
乱
し
て
い
て
歩
き
に
く
い
」
、
「
壊
れ

て
い
る
フ
ェ
ン
ス
を
な
お
し
て
ほ
し
い
」
の
声
を
町

に
伝
え
、
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

➡

➡

「こんにちは伊丹俊也です」 ２０１８年１月９日 №5

アピール行進 左より２人目が私

市民と野党の共同を伝える「しんぶん赤旗」
独自の視点でニュースをお届けします
●購読のお申し込みは

伊丹俊也 まで
TEL&FAX 0736-26-7382

★ネットでも情報発信しています。「伊丹俊也」で検索

町道50号（下古沢・椎出）

梅林住宅フェンス

毎議会必ず一般質問をしています
一般質問以外にも、議案への質疑、採決前の討論

などで登壇しました。

●2017年 伊丹俊也の一般質問項目

第１回定例会(３月議会）

①町役場庁舎耐震改修について

②介護保険事業について

③アスベスト調査について

④電力契約自由化について

第２回定例会(６月議会）

①本町の農業振興策について

②定住・移住促進について

第３回定例会(９月議会)

①行政財産の目的外使用と貸付について

②町民の家計消費調査について

③町長選挙における選挙公報発行について

第４回定例会(１２月議会）

①第７期介護保険事業計画について

②災害発生時の小中学校施設活用について

③水害・土砂災害への本町の対応について

「町民こそ主人公」の立場で議会改革を訴える
九度山町政の主人公は九度山町民です。その町民の

代表の町議会議員で構成される議会を町民から見て何

をやっているのかがよくわかる議会にするため、議会改

革を訴えています。

●正副議長選挙所信表明の公開を求めて ―６月議会

①選挙前の立候補者の所信表明を公開で行うこと

②所信表明に対する質疑を公開で行うこと

③所信表明と質疑の記録を取ること

●町民に分かりやすい議会運営を求めて ―９月議会

①委員会傍聴を許可でなく公開を原則にすること

②議会の日程と議案、一般質問項目の周知を図ること

③議事録を町ホームページで公開すること

④常任委員会の議事録を作成すること

⑤議会傍聴者に議案書などの審議資料を貸し出すこと

以上のことを書面で議長に申し入れました。賛同者が

少なく実現していませんが、今後粘り強く実現を求めて

いきます。


